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平成３１年度が９４８名の子どもたちでいよいよスタートしました。気

持ちも新たに山名小学校をよりよい学校としていくために、全力で頑張っ

ていきたいと思います。ぜひとも、保護者の皆様方並びに地域の皆様方、

一年間、御支援・御協力の程を、よろしくお願い申し上げます。

【１学期始業式(4月4日) 校長の話】
今日から平成３１年度、５月からは令和元年となる新学期が始まりました。

春休みを終えて、皆さんが元気に登校できたことを何よりうれしく思っています。ま

た、「この１年はこんなことを頑張ろう」と言う思いが皆さんの表情にあふれています。

今年度の山名小学校の学校教育目標は、「『こころざし』を胸にきらり輝く 山名っ子」

です。そして、皆さんのもつ力の中で、「主体的に行動する力」「他者と協働する力」「自

他を理解する力」の３つの力を特に伸ばしていきたいと考えています。

主体的とは、人任せにしないと言うことです。例えば、新年度の夢や目標を考える時、

「僕は将来、外国で働きたいから英語の学習を頑張りたい。」というのは主体的です。「友

達が字を丁寧に書くことを目標にしたから、僕も同じにする。」は人任せです。色々なこ

とを自分で決められるよう心がけてください。

他者と協働するためには、相手は何を言おうとしているのかを聞く力と自分の考えを分

かりやすく伝える力が大切になります。この２つの力は学校生活の中で使う場面が多くあ

ります。聞くこと・伝えることを意識して生活してほしいと思います。

自他を理解する力は、自分とは違う考えや行いを認め合う力のことです。例えば、外

国から来た転入生が日本語を話せなくても何も感じないのですが、日本人の転入生が外国

語を話していたら、「何で?」と感じることがあります。人には、それぞれ育ってきた背景

があります。それを知って、認め合うことが大切です。自分とは違う考えや行動に対して、

心を広く持つように心がけてください。

皆さんが一歩一歩成長し、その成長を自分の良さと感じ、笑顔になれる山名小学校にし

ていきたいと思っています。

自分から進んで取り組んでみてください。先生方は、全力で指導してくださいます。

５日(金)から、子どもたちによる集団登校や下校が始まりました。学校では12日(金)に

通学区会および集団下校を行い、子どもたちに安全な登下校の仕方について指導します。

一年間事故なく元気に登校できることを願っています。ぜひ御家庭や地域の皆さんからの

声掛けを賜りますようお願いいたします。

【登下校時での指導重点】

◆列を整えて歩く。（大勢で横に広がって歩かない。走らない。雨天時に傘を

さして歩く場合は、一列になって歩く。）

◆横断歩道では立ち止まり、前後左右から車が来ていないか確認する。

やまな



２０１９年度の教職員です。よろしくお願いします。

１年１組 安間 早希 ２年１組 金子 祐大 ３年１組 保坂 陽介

２組 大場 千怜 ２組 村松 さやか ２組 殿岡 三奈美

３組 中野 由季 ３組 牧野 真典 ３組 岡田 詩歩

４組 山内 駿 ４組 土屋 波香 ４組 平野 敏彦(主)

５組 鈴木 立子(主) ５組 平川 明美(主)

４年１組 山田 知佳 ５年１組 村松 渓志 ６年１組 鈴木 智大

２組 丹羽 勇貴 ２組 花井 夢佳 ２組 松本 裕倫

３組 太田 幸恵(主) ３組 江塚 貴彦(主) ３組 加藤 悠乃

４組 白澤 梨奈 ４組 大石 理枝子 ４組 寺田 唯

５組 大須賀 勇太 ５組 桑原 香(主)

にこにこ１組 安間 潤一 にこにこ２組 鈴木 亜弓 にこにこ３組 鈴木 捺通子

にこにこ４組 三澤 佐知与 にこにこ５組 伊藤 祥子 にこにこ６組 村松 泉

にこにこ７組 寺田 啓子(主) きらきら１組 竹下 直人 きらきら２組 加藤 由紀子

校 長 髙橋 裕一 養護教諭 中村 純子 講 師 金原 昌之

教 頭 松田 義久 養護教諭 戸田 咲 講 師 金原 明美

主幹教諭 安間 弘行 栄養士 小林 美也子 英語講師 杉井 弥生

級 外 原田 光三 事 務 小林 和美 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄ 深野 さやか

級 外 大場 進司 事 務 小原 拓巳 支援員 西尾 裕子

級 外 安西 慶晃 事 務 稲垣 美津子 支援員 向嶋 澄子

級 外 鈴木 靖弘 校務員 加藤 祐子 支援員 鈴木 弓枝

級 外 松本 悦郎 講 師 石川 みのる 支援員 大瀧 良子

級 外 天野 佐由理 講 師 青木 玉枝 支援員 名倉 万紀子

級 外 早川 麻美 講 師 村松 厚子 ＡＬＴ ﾆｺﾗｲ ｶﾝ

産 休 鈴木 聖子 ＡＬＴ ﾏｲﾚ ﾏｽｸﾞﾛﾌﾞ

※(主)は､学年主任です。

「忘れ物」への対応について

帰宅後、忘れ物に気付いたときは、学校に取りに

行く必要がある内容かという点について御検討くだ

さい。失敗経験を通して自立心を育むこともできま

す。どうしても学校に取りに行かなければならない

場合は、以下のとおり対応願います。

①事務室に立ち寄り、職員に声を掛けてから学級と

名前を記録簿に記入する。

②担任又は他の教師とともに、教室へ取りに行く。

※休業日は対応できませんので御承知願います。

学校への電話連絡について

授業日は18時まで、長期休業中

は16時45分までを目安としてくだ

さい。（職員不在の場合もありま

す）

※休業日はお取次ぎできませんの

で御承知願います。
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